
（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬
会計年度職員 千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 建設課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 1 一般管理費

事業名 2 一般管理費（一般）

総合計画の位置づけ 22　安全で快適な交通環境を実現しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 大山町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例

個別計画

事業
概要

【主な業務】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
建設課所管の会計年度職員の給与など

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

1,171

区分

事業費 5,019 1,171 △ 3,848

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 5,019 1,171 △ 3,848

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 建設課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 1 一般管理費

事業名 2 一般管理費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
会計年度任用職員 会計年度任用職員の給与に関する事務

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費 委託料
消耗品費 電気工作物保安委託　外
燃料費 使用料及び賃借料
光熱水費 工事請負費
修繕料 大山支所1号非常用電機更新工事　ほか

役務費 公課費
通信運搬費
保険料

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 建設課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 7 支所費

事業名 28 大山支所

総合計画の位置づけ 考え方５　信頼される行政の実現
所信表明「五本柱」の位置づけ ５．行財政改革の継続

根拠法令・
要綱等 大山町財務規則、大山町庁舎管理規則

個別計画

事業
概要

【主な業務】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大山支所の運営および事務事業に関すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )
100%

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

4938 千円
493 千円
160 千円 341 千円

9,852 千円 29,200 千円
607 千円

25 千円
2,499 千円

228 千円

区分

事業費 18,160 48,343 30,183

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 29,200 29,200 公共施設整備基金繰入金29,200

一般財源 18,160 19,143 983

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 建設課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 7 支所費

事業名 28 大山支所

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町民、職員 行政財産である大山支所の支所機能の維持管理、運営を適

切に行い町民や支所で働く職員が利用しやすい支所づくりを目
指す。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

大山支所空調設備保守点検 件 1 1 1 1 1

消防用設備保守点検 件 1 1 1 1 1

昇降機設備保守点検 件 1 1 1 1 1

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

大山支所空調設備保守点検 件 1 1 1 1 1

消防用設備保守点検 件 1 1 1 1 1

昇降機設備保守点検 件 1 1 1 1 1

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費
修繕料 千円

工事請負費
交通安全施設維持工事 千円
交通安全施設整備工事 千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 建設課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 10 交通安全対策費

事業名 31 交通安全対策費（一般）

総合計画の位置づけ 22　安全で快適な交通環境を実現しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 道路法

個別計画 交通安全対策施設長寿命化化計画

事業
概要

・交通安全施設の破損箇所を修繕する。
・交通安全施設補修工事
　修繕計画に基づきガードレールやカーブミラーの補修工事を行う。
・交通安全施設整備工事
　カーブミラーの新設、区画線等の整備工事を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )
90%

(  50％  )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

2,000

6,200
6,000

区分

事業費 14,200 14,200 0

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 5,500 5,500 0 公共施設等適正管理
推進事業債 5,500

その他 0 0

一般財源 8,700 8,700 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 建設課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 10 交通安全対策費

事業名 31 交通安全対策費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
道路利用者すべて 交通安全施設の整備および維持補修を実施することにより道路

利用者の安全確保を図る

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

交通安全施設維持工事 件 2 2 2 2 2

交通安全施設整備工事 件 1 2 2 2 2

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費 工事請負費
役務費 ・仁王堂公園トイレフェンス設置

・手数料 ・名和公園遠路新設工事
・建物火災保険料 原材料費

委託料 公有財産購入費 千円
・清掃業務委託料 ・仁王堂公園駐車場用地
・浄化槽清掃業務
・浄化槽保守点検業務
・公園管理委託料
・仁王堂公園駐車場整備
　測量設計業務委託

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 建設課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 12 総務施設管理費

事業名 40 公園管理事業

総合計画の位置づけ 19　暮らしを支える住宅環境を充実させよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 大山町公園条例

個別計画 ー

事業
概要

各公園施設の維持管理を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )
100%

(  70％ )
100%

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

941 千円 4,400 千円

153 千円 千円
98 千円 50 千円

3,000
1,350 千円

510 千円
280 千円

8,785 千円
5,600 千円

区分

事業費 10,088 25,167 15,079

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 10,400 10,400 過疎対策事業債 10,400

その他 321 381 60 自動販売機販売手数料
公園占用料・利用料 381

一般財源 9,767 14,386 15,079

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 建設課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 12 総務施設管理費

事業名 40 公園管理事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町の管理する公園施設 地域住民の健康で文化的な環境の保全。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

【修繕料】神田展望駐車場の維持管理の追加。(協定書がありR8より町が実施する必要があるため。)
【委託料】名和公園の園路(リニューアル時に改修していない部分)修繕の実施による追加。
　　　　　　仁王堂公園の法面の除草業務による追加。
　　　　　　仁王堂公園の駐車場新規整備に伴う測量設計業務の追加。
【工事費】仁王堂公園トイレの目隠しﾌｪﾝｽ設置工事による追加。
【公有財産購入費】
　　　　　　仁王堂公園の駐車場新規整備に伴う駐車場用地の追加。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

負担金補助及び交付金
・防犯灯設置費等補助金：500千円

新設　15,000円×10灯
蛍光灯→LED修繕　10,000円×30灯
LED修繕　5,000円×10灯

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 建設課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 1 社会福祉総務費

事業名 76 社会福祉総務費（一般）

総合計画の位置づけ 22　安全で快適な交通環境を実現しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 大山町補助金等交付規則、大山町防犯灯設置費等補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

集落が行うLED防犯灯の新設または修繕に対して一定の額の補助金を交付する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・LED防犯灯新設：15,000円/灯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・LED防犯灯修繕（蛍光灯→LED）：10,000円/灯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・LED防犯灯修繕（LED→LED）：5,000円/灯

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 1,000 500 △ 500

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 1,000 500 △ 500

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 建設課
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 1 社会福祉総務費

事業名 76 社会福祉総務費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町民 防犯灯の設置、修繕を促進することにより犯罪や交通事故等を

未然に防止することを目的としている。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

LED防犯灯新設・修繕 灯 76 50 50 50 50

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

特になし

参考
資料

※任意

　　新設　　　LEDへ　　LED修繕
R5　　8灯　　　95灯　　　6灯
R６　18灯　　　58灯　　　8灯
R7　　8灯　　　15灯　　　7灯

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

委託料
・道路除草業務委託料：6900千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 建設課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 5 農地費

事業名 211 農道維持補修費

総合計画の位置づけ 21　交通インフラを保ち、暮らしの安全性や快適性につなげよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 土地改良法

個別計画

事業
概要

農道の草刈作業を行い維持管理を行う。

【主な内容】
道路除草業務委託：53,400m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 6,400 6,900 500

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 6,400 6,900 500

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 建設課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 5 農地費

事業名 211 農道維持補修費

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
道路を利用する人 道路を利用する人の安全を確保するため

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

除草業務委託延長 m 53,400 53,400 53,400 53,400 53,400

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

給料 委託料
一般職給料

職員手当等
共済費 各種協議会負担金 千円
旅費 繰出金 千円
需用費 宅地造成事業特別会計繰出金

消耗品費
光熱水費

役務費
通信運搬費

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 建設課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 5 土木管理費 1 土木総務費

事業名 257 土木総務費（一般）

総合計画の位置づけ 21　交通インフラを保ち、暮らしの安全性や快適性につなげよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 道路法、庁舎管理規則等

個別計画

事業
概要

【主な内容】
・土木関係事務事業に要する経費
・町管灯管理に要する経費
・道路台帳管理
・道路関係等各種協議会負担金

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

37,600 千円 　道路台帳修正業務委託料 3,600 千円
26,320 千円 負担金補助及び交付金
12,600 千円 290

82 千円 1,185

400 千円
3,900 千円

300 千円

区分

事業費 75,077 85,977 10,900 現年町営住宅使用料 5,207

国庫支出金 0 0 過年町営住宅使用料 100

県支出金 0 0 現年町営住宅駐車場
使用料 312

地方債 0 0

その他 11,332 5,619 △ 5,713

一般財源 63,745 80,358 10,900

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 建設課
令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 5 土木管理費 1 土木総務費

事業名 257 土木総務費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
課内、各種団体等 土木総務に要する事務

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

道路台帳の更新 件 1 1 1 1 1

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

道路台帳修正業務委託契約の締結 件 1 1 1 1 1

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬 使用料及び賃借料
職員手当等 機械借上料　外
共済費 工事請負費
旅費 町道維持工事 外
需用費 原材料費

道路修繕料　外 備品購入費
役務費 公課費
委託料

道路除草業務　外

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 建設課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 1 道路維持費

事業名 258 道路維持費

総合計画の位置づけ 21　交通インフラを保ち、暮らしの安全性や快適性につなげよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 道路法、大山町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例等

個別計画 個別施設計画（舗装施設）

事業
概要

・道路維持作業員による道路等維持作業
・公用車管理に要する経費
・町道除草業務委託
・町管灯の維持管理
・道路維持補修工事

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )
90%

( 50％ )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

7,194 千円 2,796 千円
2,731 千円
1,758 千円 52,000 千円

119 千円
4,814 千円 2,000 千円

2,697 千円
589 千円 14 千円

20,102 千円

区分

事業費 55,436 96,814 41,378

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 13,500 13,500 公共施設等適正管理
推進事業債 13,500

その他 5,600 5,750 150 道路占用料および
法定外公共物占用料 5,750

一般財源 49,836 77,564 41,378

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 建設課
令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 1 道路維持費

事業名 258 道路維持費

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
課内、道路利用者 町道の維持補修を実施することにより、道路利用者への安全確

保及び利便性の向上を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

道路維持作業員の確保 人 9 7 3 3 3

道路維持修繕工事の発注 件 0 6 6 6 6

町道除草業務委託の発注 件 6 6 6 6 6

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

道路維持作業員の採用 人 9 7 3 3 3

道路維持修繕工事契約の締結 件 0 6 6 6 6

町道除草業務委託契約の締結 件 6 6 6 6 6

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

職員手当等 委託料
時間外勤務手当

需用費 使用料及び賃借料
消耗品費　　
燃料費 負担金補助及び交付金
光熱水費 除雪機械運転手育成支援事業補助金
修繕料 公課費

役務費 公課費
手数料
保険料

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 建設課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 1 道路維持費

事業名 259 道路除雪費

総合計画の位置づけ 22　安全で快適な交通環境を実現しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 道路法、積雪寒冷地域における道路交通の確保に関する特別措置法

個別計画 大山町除雪計画

事業
概要

積雪時における町道の通行の確保をするため、幹線・通学路・生活に必要な町道及び公共施設の除雪を行う。
【主な内容】
●道路・施設等の除雪業務
●集落除雪作業に対する補助事業
●除雪車の管理
●除雪機械運転手育成支援事業

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
100%

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

1,225 千円 　除雪作業委託料ほか 20,052 千円

1,000 千円 　 自動車ﾘｰｽ料(道路除雪費) 913 千円
1,200 千円

274 千円 300 千円
5,400 千円

356 千円
230 千円
716 千円

区分

事業費 32,593 31,666 △ 927

国庫支出金 0 0 0

県支出金 2,250 2,150 △ 100 県道除雪委託金
除雪機運転手育成支援事業補助金 2,150

地方債 0 0 0

その他 500 500 0 その他雑入 500

一般財源 29,843 29,016 △ 927

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 建設課
令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 1 道路維持費

事業名 259 道路除雪費

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
道路利用者 道路除雪を実施することにより、冬季における道路利用者の安

全確保及び利便性の向上を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

町道除雪委託業者の確保 件 31 31 31 31 31

町道除雪委託集落の確保 件 34 50 50 50 50

除雪機械運転手育成事業の実施 件 2 5 5 5 5

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

町道除雪委託契約（業者）の締結 件 31 31 31 31 31

町道除雪委託契約（集落）の締結 件 34 50 50 50 50

除雪機械運転手育成事業補助金交付件数 件 2 5 5 5 5

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

使用料及び賃借料
　機械借上料
原材料費
　補修用材料代

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 建設課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 1 道路維持費

事業名 260 集落環境整備事業

総合計画の位置づけ 21　交通インフラを保ち、暮らしの安全性や快適性につなげよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 大山町における小規模改修等に係る原材料等支給規程

個別計画

事業
概要

集落が主体となって、集落内の生活道及び側溝などの小規模な補修又は改修を実施する場合に必要となる
原材料の支給や機械借上を行う。
【主な内容】
・集落で行う補修工事費のうち、原材料費と機械借上料に
　対して各50万円を上限として支給する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

2,000 千円

2,000 千円

区分

事業費 3,000 4,000 1,000

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 3,000 4,000 1,000

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 建設課
令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 1 道路維持費

事業名 260 集落環境整備事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
道路法および河川法が適用されない集落内の
公共物を使用する住民

公共物を改修し地域住民の生活の利便性を図る

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

機械借上実施件数 件 5 7 6 6 6

材料支給実施件数 件 5 7 6 6 6

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

機械借上実施件数 件 5 7 6 6 6

材料支給実施件数 件 5 7 6 6 6

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

委託料
橋梁補修調査設計委託料

橋梁補修調査設計委託料(潮音寺橋)
12,650千円

橋梁補修積算現場支援委託料
  4,800千円

工事請負費
橋梁補修工事(大和田橋外2橋)

40,000千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 建設課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 1 道路維持費

事業名 1186 橋梁長寿命化修繕事業

総合計画の位置づけ 21　交通インフラを保ち、暮らしの安全性や快適性につなげよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 道路法

個別計画 大山町橋梁長寿命化修繕計画

事業
概要

橋梁定期点検を実施し、橋の健全度を4段階に評価(Ⅰ健全Ⅱ軽微な損傷Ⅲ深刻な損傷Ⅳ緊急対応)
し、修繕が必要と判断された橋梁について、橋梁長寿命化修繕計画に基づき予防型保全型の修繕を実施
する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

( 　　　　 )
62%

( 　　　　 )

(           )
100%
( 70％)

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 51,600 57,450 5,850

国庫支出金 31,073 26,101 △ 4,972 道路メンテナンス事業補
助金 26,101

県支出金 0 0

地方債 20,500 31,300 10,800 過疎対策事業債 31,300

その他 0 0

一般財源 27 49 5,850

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 建設課
令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 1 道路維持費

事業名 1186 橋梁長寿命化修繕事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町が管理する橋梁 交通インフラの安全性を高める

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

橋梁の健全度がよくなる 橋 4 3 3 4 5

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

橋梁を補修し交通インフラの安全性を高める 橋 4 3 3 4 5

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

委託料
橋梁点検委託 27,000千円
直営点検支援 　 　300千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 建設課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 1 道路維持費

事業名 1201 橋梁定期点検事業

総合計画の位置づけ 21　交通インフラを保ち、暮らしの安全性や快適性につなげよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 道路法

個別計画

事業
概要

町が管理する延長2.0ｍ以上の全ての橋梁(16２橋)について、損傷の早期発見・経過観察・効率的な維
持管理を図るため、5年に1度点検を実施する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )
62%

(           )

(           )
100%
(70％ )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 22,000 27,300 5,300

国庫支出金 11,808 17,463 5,655 道路メンテナンス事業補
助金 17,463

県支出金 0 0

地方債 10,100 9,800 △ 300 過疎対策事業債（ソフ
ト事業分） 9,800

その他 0 0

一般財源 92 37 5,300

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 建設課
令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 1 道路維持費

事業名 1201 橋梁定期点検事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町が管理する橋梁 損傷の早期発見・経過観察・効率的な維持管理を図るため

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

橋梁の損傷度の把握 橋 50 27 34 14 38

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

積算要領の改訂があり委託金額が昨年にくらべて上昇している。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

委託料
測量等委託料

補償金及び賠償金
立木電柱等補償金

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 建設課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 2 道路新設改良費

事業名 261 単町事業

総合計画の位置づけ 22　安全で快適な交通環境を実現しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 道路法

個別計画

事業
概要

町道用地の未登記用地等があれば測量し買収する。
【主な内容】 ・未登記用地測量
                ・用地買収
                ・立木電柱等補償金

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

500 千円

300 千円

区分

事業費 4,950 800 △ 4,150

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 4,950 800 △ 4,150

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 建設課
令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 2 道路新設改良費

事業名 261 単町事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
道路利用者 道路利用者の交通の安全確保及び利便性の向上を図る

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

公有財産購入費
公有財産購入費

負担金補助及び交付金
県代行負担金

補償補填及び賠償金
立木等補償

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 建設課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 2 道路新設改良費

事業名 952 町道中山インター線

総合計画の位置づけ 22　安全で快適な交通環境を実現しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 道路法

個別計画 社会資本整備総合交付金事業、町道改良事業

事業
概要

山陰道中山ICから国道9号に直結する道路新設工事
【全体計画】
　延長　L=600ｍ、道路幅員　W=6.0（10.0）m

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )
100%

(  70％ )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

18,000 千円

5,050 千円

10,000 千円

区分

事業費 43,550 33,050 △ 10,500

国庫支出金 2,825 △ 2,825

県支出金 0 0

地方債 40,700 33,000 △ 7,700 過疎対策事業債 33,000

その他 0 0

一般財源 25 50 △ 10,500

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 建設課
令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 2 道路新設改良費

事業名 952 町道中山インター線

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
すべての道路利用者 町道中山インター線の新設をおこない幹線道路の充実を図る

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

道路改良工事 m 600 600 0 600 600

用地買収 筆 0 1 3 0 0

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

道路改良工事 m 600 600 0 600 600

用地買収 筆 0 1 3 0 0

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

〇工事請負費
　 道路改良工事　 35,000千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 建設課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 2 道路新設改良費

事業名 1287 町道下坪田山村線

総合計画の位置づけ 22　安全で快適な交通環境を実現しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 道路法

個別計画 道路交通安全施設等整備事業補助金事業・町道改良事業

事業
概要

庄内地区から名和中学校を安全に通行するために町道の歩道拡幅新設工事。

〇歩道新設工事
　W=2.50ｍ　事業施工総延長L=878m

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )
62%

(           )

(           )
100%

(  70％ )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 0 35,000 35,000

国庫支出金 0 18,645 18,645 道路交通安全施設等
整備事業補助金 18,645

県支出金 0 0

地方債 0 16,300 16,300 過疎対策事業債 16,300

その他 0 0

一般財源 0 55 35,000

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 建設課
令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 2 道路新設改良費

事業名 1287 町道下坪田山村線

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
道路利用者すべて 町道下坪田山村線の歩道拡幅新設を行うことで歩行者の安全

を図る

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

道路改良工事(歩道設置工事)の実施 m 120 195 102 - -

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

道路改良(歩道設置済)延長 ｍ 120 195 102 - -

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

令和8年度工事にて当初設計範囲の施工が完了する見込み。次年度以降、残り部分の設計計画を順次行っ
ていく予定

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

工事請負費
街灯設置工事 3,000千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 建設課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 2 道路新設改良費

事業名 1356 安心な道づくり街灯設置事業

総合計画の位置づけ 22　安全で快適な交通環境を実現しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 ー

個別計画 ー

事業
概要

各駅周辺、通学路などに街灯を設置する事により歩行者の安全を確保し、道路利用者が安心して利用でき
るように道路整備を図る。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
18%

(25％)

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 0 3,000 3,000

国庫支出金 0 0

県支出金 0 525 525 星空に優しい安全なまちづくりLED防犯灯設
置等促進事業補助金 525

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 0 2,475 3,000

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 建設課
令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 2 道路新設改良費

事業名 1356 安心な道づくり街灯設置事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町管灯 歩行者の安全を確保するため。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

30～50灯の街灯設置 灯 30 30 30 30 0

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

街灯を設置し道路の安全性が改善された。 灯 33 30 30 30 0

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）

款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

委託料

測量・設計委託料 6,000千円

公有財産購入費

公有財購入費 782千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料

担当課 建設課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 2 道路新設改良費

事業名 1460 町道福尾中線

総合計画の位置づけ 21　交通インフラを保ち、暮らしの安全性や快適性につなげよう

所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・

要綱等
道路法

個別計画 社会資本整備総合交付金,町道改良事業

事業

概要

町道福尾中線改良工事

【全体計画】

延長L＝50ｍ、道路幅員Ｗ＝4.0ｍ

【令和8年度】

測量業務、道路設計業務、用地買収業務

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細

① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

100%

(  70％ )

(           )

(           )

※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

一般財源 0 82 82

財

源

内

訳

事業費

の内訳

6,700 過疎対策事業債 6,700

0

地方債 0 6,700

その他 0 0

区分

事業費 0 6,782 6,782

国庫支出金 0 0

県支出金 0



款 項 目

担当課 建設課

令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 2 道路新設改良費

事業名 1460 町道福尾中線

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）

福尾集落の住民および道路利用者 道路利用者の利便性および安全性を図る。

項目 単位
R6

実績

R7

目標

R8

目標

R9

目標

R10

目標

事業の

対象と

目的

活

動

指

標

道路改良事業（拡幅工事）の実施 ｍ 0 0 0 50 0

測量設計 件 0 0 1 0 0

用地買収 件 3 2 4 0 0

単位
R6

実績

R7

目標

R8

目標

R9

目標

R10

目標

用地買収 件 3 2 4 0 0

追加・

変更に

ついて

成

果

指

標

道路改良（拡幅工事）延長 ｍ 0 0 0 50 0

測量設計 件 0 0 1 0 0

項目

参考

資料

※任意



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

工事請負費
道路改良工事

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 建設課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 2 道路新設改良費

事業名 1567 町道松河原名和線

総合計画の位置づけ 22　安全で快適な交通環境を実現しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 道路法

個別計画

事業
概要

長野集落と県道を結ぶ道の改良工事

【主な内容】
道路拡幅工事　延長L=78m

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )
100%

(  70％ )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

5,800 千円

区分

事業費 0 5,800 5,800

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 5,800 5,800 過疎対策事業債 5,800

その他 0 0

一般財源 0 0 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 建設課
令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 2 道路新設改良費

事業名 1567 町道松河原名和線

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
道路を利用する人 町道の拡幅を行って交通の安全を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

道路改良延長 m 0 100 78 0 0

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

道路改良（改良済）延長 ｍ 0 100 78 0 0

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

工事請負費
道路改良工事

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 建設課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 2 道路新設改良費

事業名 1579 町道大山口栄線

総合計画の位置づけ 21　交通インフラを保ち、暮らしの安全性や快適性につなげよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 道路法

個別計画

事業
概要

町道大山口栄線は、PFI事業による子育て世帯を対象とした地域優良賃貸住宅を計画している地区の幹線道路であ
る。現況は道路幅員が狭く、すれ違い通行が困難であるため緊急車両等の通行が困難である。現況道路を拡幅をする
ことにより地域の利便性と通行の安全を図る。
【主な内容】
　延長L=450m 
  車道幅員=5.0m 歩道幅員W=2.0m

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
57%

(           )
100%

(  70％ )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

40,000 千円

区分

事業費 0 40,000 40,000

国庫支出金 0 0

県支出金 0 4,520 4,520 社会資本整備総合交
付金 4,520

地方債 0 35,400 35,400 過疎対策事業債 35,400

その他 0 0

一般財源 0 80 80

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 建設課
令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 2 道路新設改良費

事業名 1579 町道大山口栄線

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
道路利用者 町道大山口栄線の拡幅新設を行うことで歩行者の安全を図

る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

道路改良工事（拡幅工事）の実施 ｍ 0 0 120 330 0

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

道路改良（拡幅済）延長 ｍ 0 0 120 330 0

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

委託料
測量・設計委託料

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 建設課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 2 道路新設改良費

事業名 1588 町道大山口４号線

総合計画の位置づけ 22　安全で快適な交通環境を実現しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 道路法

個別計画 社会資本整備総合交付金事業、町道改良事業

事業
概要

町道大山口４号線道路拡幅工事
【全体計画】　
　延長　L=310ｍ、道路幅員　W=5.5（10.5）m
【令和８年度】
　測量業務、道路設計業務、排水検討業務

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )
57%

(           )

(           )
100%

(  70％ )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

31,000 千円

区分

事業費 0 31,000 31,000

国庫支出金 0 1,446 1,446 社会資本整備総合
交付金事業 1,446

県支出金 0 0

地方債 0 29,500 29,500 過疎対策事業債 29,500

その他 0 0

一般財源 0 54 54

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 建設課
令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 2 道路新設改良費

事業名 1588 町道大山口４号線

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
すべての道路利用者

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

道路改良工事 m 0 0 0 0 150

測量設計 m 0 0 310 0 0

用地測量 m 0 0 0 310 0

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

道路改良工事 m 0 0 0 0 150

測量設計業務 m 0 0 310 0 0

用地測量 m 0 0 0 310 0

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

工事請負費
工事請負費

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 建設課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 2 道路新設改良費

事業名 1633 町道樋口高橋線

総合計画の位置づけ 22　安全で快適な交通環境を実現しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 道路法

個別計画 町道改良事業

事業
概要

町道高橋樋口線取合部の狭隘箇所の拡幅改良工事
【全体計画】
　延長15ｍ

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )
100%

(  80％  )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

6,000 千円

区分

事業費 0 6,000 6,000

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 6,000 6,000 道路改良事業
（辺地債） 6,000

その他 0 0

一般財源 0 0 6,000

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 建設課
令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 2 道路新設改良費

事業名 1633 町道樋口高橋線

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
すべての道路利用者 交差点狭隘部の拡幅をおこない利便性および安全性を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

道路改良事業（拡幅工事）の実施 m 0 0 15 0 0

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

道路改良（拡幅済）延長 m 0 0 15 0 0

追加・
変更に
ついて

令和８年度　新規事業

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

工事請書費
道路改良工事 5,000千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 建設課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 2 道路新設改良費

事業名 1634 町道赤松河原線

総合計画の位置づけ 21　交通インフラを保ち、暮らしの安全性や快適性につなげよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 道路法

個別計画 町道改良事業

事業
概要

町道赤松河原線改良工事
【全体計画】
延長L＝53ｍ、道路幅員Ｗ＝3.0ｍ
【令和8年度】
道路改良工事

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )
100%

(  80％  )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 0 5,000 5,000

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 5,000 5,000 道路改良事業
（辺地債） 5,000

その他 0 0

一般財源 0 0 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 建設課
令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 10 道路橋梁費 2 道路新設改良費

事業名 1634 町道赤松河原線

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
赤松集落の住民および道路利用者 道路利用者の利便性および安全性を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

道路改良事業（拡幅工事）の実施 ｍ 0 0 53 0 0

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

道路改良（拡幅済）延長 ｍ 0 0 53 0 0

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

委託料
河川樋門操作委託

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 建設課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 15 河川費 1 河川管理費

事業名 267 河川管理費（一般）

総合計画の位置づけ 26　みんなが地域に気を配り「もしも」に備えよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 河川法

個別計画 ー

事業
概要

県管理である江東川放水路の洪水調整樋門及び管理を行う。

【主な内容】
・江東川放水路
　　点検　5回、操作　15回

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
100%

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

120 千円

区分

事業費 120 120 0

国庫支出金 0 0

県支出金 120 120 0 河川樋門操作委託金 120

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 0 0 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 建設課
令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 15 河川費 1 河川管理費

事業名 267 河川管理費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
住民の安全および宅地や田んぼの浸水を防
ぐ。

樋門操作により、洪水の防御並びに流水占用の確保及び流水
の正常な機能の維持を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

樋門管理委託の実施 件 1 1 2 2 2

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

豊成港樋門については、樋門の経年劣化により破損しているため、修繕されるまでは、管理は行なわないものとす
る。
そのため、江東川放水路の樋門のみ点検及び操作をすることに変更する。（県及び集落と協議済み）

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

●負担金補助及び交付金

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 建設課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 15 河川費 1 河川管理費

事業名 1240 単県急傾斜地崩壊対策事業

総合計画の位置づけ 22　安全で快適な交通環境を実現しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 鳥取県急傾斜地崩壊対策事業費補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

急傾斜地崩壊対策危険区域における保全人家５戸以上の区域を対象に当該急傾斜の崩壊対策工事を、鳥取県が
事業主体となって事業実施する県営事業。町はその事業費の１／５を負担するが、負担金にも補助事業を適用し事
業推進を図る。
●事業年度　平成２９年度～令和８年度（継続事業）
●事業主体　鳥取県
●事業個所　松河原地区

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
50%

(           )
100%

(  70％ )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

単県急傾斜地崩壊対策事業負担金 2,000 千円

区分

事業費 10,000 0 △ 10,000

国庫支出金 0 0

県支出金 5,000 1,000 △ 4,000 急傾斜地崩壊対策事
業補助金 1,000

地方債 5,000 1,000 △ 4,000 緊急自然災害防止対
策事業債 1,000

その他 0 0

一般財源 0 △ 2,000 △ 10,000

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 建設課
令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 15 河川費 1 河川管理費

事業名 1240 単県急傾斜地崩壊対策事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
急傾斜地崩壊対策危険区域における保全人
家のうち５戸以上の地区

急傾斜地の崩壊による災害から地域住民の生命と財産を保護するた
め、鳥取県が施行する擁壁、法面対策、排水施設等の急傾斜地崩
壊防止施設を設置する事業及び、その他急傾斜地の崩壊を防止する
ため必要な調査、測量、工事等を行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

急傾斜地崩壊対策事業の実施 ｍ 18 12 0 0 0

工損調査（事後調査） 個所 0 0 1 0 0

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

急傾斜地崩壊対策工事済延長 ｍ 18 12 0 0 0

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

3

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費 工事請負費
　消耗品費 407千円 　工事請負費
　光熱水費 180千円 さざんか台団地整備工事 6,200千円
　修繕料 8,200千円 御来屋漁港団地外部工事 2,500千円
役務費
　手数料 500千円
　保険料 677千円
委託料
　委託料

消防設備保守点検委託料ほか 1,281千円
住宅用地分筆測量登記委託料 5,069千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 建設課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 25 住宅費 1 住宅管理費

事業名 269 住宅管理費（一般）

総合計画の位置づけ 19　暮らしを支える住宅環境を充実させよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 公営住宅法　大山町営住宅条例　他

個別計画 大山町公営住宅長寿命化計画

事業
概要

町営住宅の管理に要する経費
【主な内容】
修繕料　　・施設の老朽化及び退去に伴う修繕　　工事請負費　・さざんか台団地整備工事2箇所
　　　　　　・住宅用地分筆測量登記委託料

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

100%
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 12,487 25,014 12,527 現年町営住宅使用料 23,575

国庫支出金 0 0 浜の上第一団地払下収
入 1,439

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 12,487 25,014 12,527

一般財源 0 0 12,527

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 建設課
令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 25 住宅費 1 住宅管理費

事業名 269 住宅管理費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町営住宅 維持管理を行うとともに、居住環境の確保を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

管理修繕 箇所 300 256 250 250 250

修繕額 千円 10,335 7,576 10,000 10,000 10,000

募集戸数 戸 4 4 15 10 10

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

番号 団地 耐用年数到来 住戸 備考 空家期間 募集予定時期 周知期間 募集期間 申込日 抽選日 決定日 入居日

1 2029 104 1ヶ月 6月2日 7月5日

2 2029 108 6ヶ月 6月5日 7月7日

3 2031 202 0ヶ月 6月3日 6月27日

4 今在家団地 2057 B202 2年8ヶ月 随時 随時 随時 6月16日 なし 6月24日 7月9日

5 さざんか台団地 2028 K-10-38 10月からは普通入居 1年11ヶ月 7月上旬 災害による入届 災害による入居 6月30日 公募せず 6月30日 6月30日

7月11日 7月29日 8月12日

7月15日

7月14日

7月17日

7 さざんか台団地 2029 S-11—49 随時 1年6ヶ月 7月上旬 7,9〜7/297 22〜7/29 なし

8 なかやま団地 2029 107 随時 6ヶ月 7月上旬 7/9〜7/297/22〜7/29 9月3日 なし 9月10日 9月11日

9 御来屋団地 2032 6 7ヶ月 7月上旬 7/9〜7/297/22〜7/29 7月18日 なし 7月31日 8月17日

10 108 修繕して募集 1年7ヶ月 7月下旬 8月14日 9月11日 9月12日

11 202 修繕して募集 1年 7月下旬 8月18日 9月11日 10月1日

12 207 修繕して募集 7ヶ月 7月下旬 8月27日

8月28日 9月11日 9月22日

13 208 修繕して募集 11ケ月 7月下旬 8月29日 9月11日 10月24日

14 庄内団地 2018 6 手続き終了後 2か月 9/3〜9/249/16～-9/24 9月18日 9月25日 9月25日

15 大山口新団地 2072 304 手続き終了後 1ヶ月 １０月下旬 10/27～11/17 11/10～11/17 11月26日

10月3日

10月7日

17 ひかりが丘 2026 107 募集準備 ２年８か月 １０月中旬 10/27～11/17 11/10～11/17 11月26日

18 御来屋漁港団地 107 募集準備 ２か月 11月 なし

19 御来屋漁港団地 205 募集準備 3月 なし

20 大山口新団地 2072 308 募集準備

21 さざんか台団地 2029 S-11-50 7の部星に入居後 2年3ヶ月

22 御来屋漁港団地 403 募集準備 11月 なし

23 今在家団地 2057 302 募集準備

漁業従事者のため

漁業従事者のため

漁業従事者のため

なかやま団地 5月14日 5/23〜6/9 6/2〜6/9 なし 6月16日

6 大山口新団地 2072 204 修繕完了 1年11ヶ月 7月上旬 6/30〜7/187/11〜7/18 7月29日

大山口新団地 2072 8/13〜9/3 8/27-9/3 9月11日

16 なかやま団地 2029 103 8の部屋が入居後 1ヶ月 9月下旬 9/18～10/7 10/1～10/7 なし 10月15日 11月9日



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

●委託料
　
●工事請負費
　
●負担金補助及び交付金
　

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 建設課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 25 住宅費 2 住宅建設費

事業名 1560 定住促進住宅整備事業

総合計画の位置づけ 12　安心して子育てができる環境をつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等

民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律（PFI法）
地域優良賃貸住宅制度要綱（社総金）

個別計画 大山町地域住宅計画Ⅲ期

事業
概要

民間ノウハウによる質の高いサービスの導入や町財政の平準化をはかりつつ、子育て世帯を主軸とした中所得者向け住宅を供給する。
これにより、快適な住まい環境を創出し、大山町の定住人口の増加や地域の活性化をはかることを目的とする。
【主な内容】                                                                                 
●事業年度　令和６年度～令和３８年度（３３年間）
　 建設年度　令和６年度～令和　８年度（　３年間） 運営・管理期間　令和９年度～令和３８年度（３０年間）
●事業主体　大山町
●建設・運営・管理主体　SPC（特定目的会社）

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )
100%

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

社会資本整備総合交付金(建設費) 527,925 千円

定住促進住宅トイレ新設工事 5,500 千円

上水道加入負担金 6,270 千円

区分

事業費 0 534,195 534,195

国庫支出金 0 527,925 527,925 社会資本整備総合交
付金 527,925

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 5,500 5,500 公共施設整備基金繰入金 5,500

一般財源 0 6,270 6,270

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 建設課
令和８年度大山町一般会計予算

40 土木費 25 住宅費 2 住宅建設費

事業名 1560 定住促進住宅整備事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
定住促進子育て住宅入居希望者 定住促進子育て住宅の建設及び運営・維持管理

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

定住促進子育て住宅竣工 件 0 0 1 0 0

定住促進子育て住宅入居率 ％ 0 0 90 95 100

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

定住促進子育て住宅竣工 件 0 0 1 0 0

定住促進子育て住宅入居率 ％ 0 0 90 95 100

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標


